
剪定枝のバイオ炭施用による土壌炭素貯留の取組

令和6年2月21日（水）

福島市 農政部 農業振興課

果樹農業における「みどりの食料システム戦略」の取組推進セミナー
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1 はじめに ～福島市の果実～

出典：農林水産省東北農政局統計部（R5.3.17掲載）
令和３年市町村別農業産出額（推計）データベース令和3年度の農業産出額 “果実” の順位は・・・

“フルーツ王国福島” 一年をとおして果物が楽しめる産地!
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・ 冬季剪定作業で少なくとも年間 800トン 以上の剪定枝が排出されると推計

・ その一部は “野焼き” により焼却処分され、多量の温室効果ガスが大気中へ

・ 煙や臭いによる市民からの苦情が、毎年市へ寄せられる状況
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2 取組の経緯 ～長年の営農課題～

野焼きは違法では？

外に洗濯物も干せないし

なんとかして!

臭くて窓が開けられない

煙が道路に流れてきて危険

（野焼きにより焼却処分される剪定枝）
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2 取組の経緯 ～令和2年度～

01
チラシを配布

令和3年1月

農政だより1月号に

チラシを折込み配布

廃棄物処理法*により

野焼きは禁止されています

懲役または罰金が科される

ことがあります

消防への届け出は焼却の

許可ではありません

事業系一般廃棄物として

適正に処分してください

＊ 廃棄物の処理及び清掃に関する法律（昭和45年12月25日法律第137号）

03
議会で質疑

令和3年3月

市議会で多数の質疑

その後も度々質問を受ける

・ チラシ作成の経緯について伺う

・ 剪定枝の処分にどう対応していくのか

・ 破砕機の購入補助はできないか

02
果樹農家の方から問合せ

令和3年1～2月

果樹農家の方などから

数十件の問合せを受ける

・ なぜ急に禁止となったのか

・ 焼却施設に持ち込む時間と労力はない

・ 農家をやめろということか

果 樹 農 家
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2 取組の経緯 ～令和3・4年度～

05
剪定枝マッチング事業開始

果樹農家

令和3年11月

果樹農家とまきストーブ等利用者

とのマッチング事業を開始

市

利用者

剪定枝の受渡し

申込 申込

利用者紹介 果樹農家紹介

①

② ②

③

04
長野市と山梨県を視察

令和3年11月

両自治体を視察し剪定枝

有効活用のヒントを得る

長野市

山梨県

H17から“果樹剪定枝等まきスト―ブ

活用推進事業”を実施。剪定枝を暖房

機器の燃料として活用することを推進

“4パーミル・イニシアチブ*”の取組の

一つとして、炭化器を活用してバイオ炭

を精製し、園地に施用する取組を推進

＊ 土壌表層の炭素量を年間0.4％増加させ、経済活動によって生じる大気中のCO2を実質ゼロにしようとする国際的取組

06
炭化器購入補助開始

令和4年11月

70件分の購入補助を開始

広く周知を図る

出典：（株）モキ製作所HP
無煙炭化器

・ 炭化器と火消し蓋の購入補助

・ 購入費用の1/2以内（消費税等を除く）

・ 補助上限 80,000円

・ 1経営体に対し1回のみ補助



３ 期待される効果 ～バイオ炭の効果～

出典：農林水産省ホームページ「バイオ炭について」より抜粋
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● 農家の方々は、土壌改良資材としてバイオ炭を使用することで、地力が向上するのみならず、

温室効果ガスを削減し、気候変動対策に貢献できるということになります。

● バイオ炭の中の炭素は、難分解性であり、農地へ施用すると炭素が土壌中に貯留するとともに、

土壌の透水性、保水性、通気性の改善などに効果があると言われ、土壌改良資材として昔から

使用されてきました。



３ 期待される効果 ～取組による効果～
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一石三鳥

野焼きの未然防止による周辺環境の悪化防止其の１

煙や臭いの発生を抑え、住宅や道路への流入を防ぐ！

其の２ 炭素貯留による温室効果ガスの削減

果樹が生長に伴い吸収した二酸化炭素を土壌へ半永久的に固定する！

其の３ 土壌改良による地力の向上

透水性、保水性及び保肥力の向上、水質浄化、有用微生物の繁殖促進…etc!
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３ 取組の方法 ～チラシによる周知～

（チラシ表） （チラシ裏）
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４ 取組の方法 ～“共創”による取組～

福島明成高校との“共創”による実証実験

・ 日 時 令和４年１２月１日（木）

・ 場 所 県立福島明成高校 果樹園

・ 出席者 市（主催）、福島明成高校、JA

市農業委員会 … etc 計３１名

炭化器を活用してバイオ炭の精製過程

を検証し、成果を果樹農家の皆さんに

周知するための実験を実施!

（実証に取り組む福島明成高校の生徒とバイオ炭精製の様子を見守る市農業委員）


